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研究概要 

 

 本年度は、主に（１）因果・目的を表す言語表現についての研究、（２）日本語の名詞化

表現（連用形を用いた名詞化、形式名詞コトを用いた名詞化）、（３）因果関係の種類とそ

の言語における表現方法についての言語的・哲学的研究 を行った。 

 （１）は報告者の個人研究として進められたもので、学会予稿集に論文を発表するとと

もに、フランスの IHPSTで行われた意味論に関するワークショップ、および滋賀県大津市

で行われた自然言語における推論表現に関する科研ワークショップで研究成果の報告を行

った。また、10 月に九州大学を訪ね、同大学の上山あゆみ准教授と研究成果の検討および

今後の研究の方向性について会議を行った。 

 （２）、（３）は、原由里枝氏（香港市立大）、金英周氏、酒井弘氏（ともに広島大）との

共同研究として進められた。（２）の研究成果についてはオックスフォード大学で行われた

国際学会  (Japanese/Korean Linguistics 20) ほか、（３）については  7th Workshop on Altaic 

Formal Linguistics (University of Southern California) ほかで発表を行った。発表の内容は

既に論文としてまとめられ、同学会の  Proceedings に投稿済みである。また、（３）に関

しては先行研究を概観したサーベイが『京都大学言語学研究』に掲載されている。 

 これらの研究に加えて、沖縄・宮古島の言語調査データの収集・整理作業にも携わった。

報告者は主に、収集されてきたデータの整理、調査機材の管理などを担当した。また、9月

に本大学で開かれた宮古島方言に関するワークショップに参加し、当該方言の研究状況に

ついて、現地調査を進めている研究者たちと情報交換を行った。 
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